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書かれた垂れ幕の下、参加者が皆元気な笑顔で写っ 

ている写真を中場副長が送って下さいました。  

早速、会社のコンピューターのデスクトップの 

背景として貼り付けました。何だか見ているだけ 

で元気が出てくる写真なんです。 

総勢 100 名程度の内輪だけの落ち着いた式典と 

なりましたが、内容はとても充実しており、副団委員長が作成し

てくださったフォトスライドで一団の歴史を振り返り、スピーカー

のローバー隊-阿部桃子さんはボーイスカウトを通じての世界観を

話して頂きました。 

今回の式典でボーイスカウト活動って子供達にとってとても有意

義な活動なんだと・・・実感しました。 

これからも 70 周年に向けて可能性のある子供達が少しでも自分

の夢を実現にできるように保護者、リーダー、育成会と協力し進ん

でいきたいと思っております。今後共ご支援よろしくお願い申し上

げます。 

5 月 31 日（日）、祐天寺祐光殿において団創立 65 周年記念集会が開催されました。当日は雨との天気予報で

したが、行事を祝ってか快晴の一日となりました。会場にはスカウト、父母、指導、団関係者を始め区長や区議会

議員のゲストなど１００名の参加者が集い、６５年の歴史を感じる素晴らしい集会となりました。 

午前１１時森ローバースカウトの司会により開会、杉本育成会長からの挨拶、青木目黒区長からのご祝辞を頂き

ました。また高根団委員長より６５周年を迎えた団の近況などの報告を受けました。 

引き続き、昨年の入団上進式以降入団したスカウトの入団式と第 23 回世界スカウトジャンボリーに参加するス

カウトの壮行会・国際交流基金からの補助金授与がおこなわれました。最後に参加者全員で記念写真を撮り第１

部を閉会しました。 

休憩時間に会場の設定を変更し第２部が開会しました。第２部は昼食会ということで団委員さんが手配してく

れた美味しいお弁当を頂きながら、田邊副団委員長の「目黒１団の歴史」のスライドとお話を鑑賞しました。 

次に「富士章海外特別派遣制度の説明・派遣経験者の体験談と懇談」ということでゲストにお招きした港３団

（慶応ローバー）の阿部桃子さんから自身のスカウト活動の振り返り、スカウト活動を続けていたがゆえに世界が

広がった体験のお話をいただきました。 

第２部が終了したところで５年後の７０周年に夢をつないで記念集会がお開きとなりました。 

開会の挨拶をおこなう 

杉本育成会長 

来賓代表・青木目黒区長 

よりのご祝辞 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 普段所属して慣れ親しんだ団体が、どのような歴

史を歩んできたか、あの隊のあの人が、自分達と同じ歳だった時に何をし

ていたかを知ることができる良い機会を得られました。 

また、他隊のローバー隊のスカウトの発表を聞くことができ、ボーイス

カウトが世界を股にかけるワールドワイドな活動もできるということを知

ることができたスカウト達が、新鮮な刺激を得て自分達の活動に反映し

たくなり、リーダー達がそれを支えていきたいと思いました。 （ＢＳ隊） 

受付 とグッズ
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田邊実行委員長より、団６５年の

歴史をスライドで紹介 

懐かしい顔がいっぱいでした！ 

 65 周年記念式典に家族で参加させて頂きました。昼食をはさみながらの二部構成とお聞きし

たとき、少し長いのかな？と思いましたが、とても充実したプログラムであっという間の 3 時間でした。 

会場を彩るお花やお祝いの美味しいお弁当など、数々の特別なしつらえが式典のムードを盛り上げていました。

記念にいただいたネッカチーフリングもとても素敵なデザインでした。 

特に印象深かったのは二つのセッション… 映写に観る目黒一団の歴史、そして、スペシャルゲスト 阿部桃子

さんの発表です。 

田邉副団委員長がご紹介くださった ”目黒一団ヒストリー” は、なんというか、ショートムービーを観てい

るようでした。戦後間もない頃、スカウト活動のためにご自宅を開放なさり、目黒一団の発足と発展に寄与され

た小城先生のご高名はお聞きしたことがありました。スクリーンに写し出される白黒やセピア色した貴重な写真

を拝見しながら、時代背景や当時の様子に思いを馳せておりました。 

また、現在に到るまでの数々の写真には多くの団関係者のお姿（今昔物語！）があって、会場が感嘆の声や笑

顔に包まれるなか、年数の浅い私達も団の歴史を楽しく振り返らせて頂きました。 

続いてのプレゼンテーター 阿部さんはメッセージ性のある素晴らしいお話をして下さいました。 

まだビーバー隊の我が子は、ボーイスカウトの世界的な広がりについて、いろいろな刺激をもらったようです。

親子で同じお話を聞けたことで、あとで銘々に思ったことや感想を話したりもできました。こどもの世界観が広

がっていくことを願う親として、我が子がまだ見ぬ土地や人々を想像する機会に恵まれたことを嬉しく思います。 

阿部さんの世界各地でのご経験にもとづくお話は、一つひとつの言葉に力強さがあって、聴く人の心にまっす

ぐ届き、子供から大人までそれぞれのライフステージに響いたのではないでしょうか。 

このたびの記念式典に参加して、「65」という数字では表しきれない 歳月の重みと素晴らしさをひしひしと感

じた次第です。改めて、目黒一団の活動に参加させて頂いていることを有難く思いました。 

目黒一団と共に歩んでこられた多くの方々、いま歩んでいる先輩の皆様がそうであるように、こども達にもボ

ーイスカウトに参加することの面白さや意味をその子なりの感性で沢山みつけていって欲しいなと思います。 

（ビーバー隊保護者  T 筆） 
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実行委員長 副団委員長：田邉建一朗 

５月３１日、合計１００名の出席のもと６５周年記念集会を終えて、いくつか書き残して 

おきたいと思います 

正式の創立は１９５０年３月２５日でありますので、本来は３月が記念日ですが、３月は 

いろいろな学校行事等と重なるため、今回は５月に開催いたしました。今までは５年 

毎、１０年毎に記念行事や集会を開催してきましたので、その伝統を踏襲し今回は５年 

毎の節目の行事として開催いたしました。 今回の狙いは・・・・・・・ 

① 目黒１団が古い歴史をもって今日に至っているという認識を最近のスカウトや父母にも知っていただきたかった 

② ５年毎の行事を行うことで、過去の纏めを行う良い機会となる 

③ 近年スカウト数の減少やボーイ年代での退団者が多いので、成人になるまで続けることの大切さや、楽しさを知  

っていただき、活動継続へのきっかけになるよなレポートを残したかった （ゲストの選定の基準とした） 

以上の狙いをもって開催計画を作成しましたが、近年リーダーの負担も増えていることから通常の隊活動に支障の

ない程度の集会にし、現在の団関係者以外の方々をお招きいたしませんでした。その事は式典を短くして、ビーバース

カウト等の負担の軽減に努めるよう配慮しました。 

５年後の７０周年に向けて、新しい方々に次代をお願いしたいと思っております。 

５月１７日（日）今年も目黒ロータ
リークラブ主催の“We Love Meguro”
に参加しました。 
 当日は初夏を思わせる天候で、多く
のスカウトとその父母や兄弟たちが参
加しました。 
 集合後スカウトたちは、団委員長か
ら「ボランティアとは自ら進んで取り
組むという事で、今日はそれを活動に
移すことができる」という話を聞き出
発となりました。 
 部門を超えたスカウト達や親子で参
加できる数少ない行事で、参加者の皆
さんは様々な形での交流を楽しんでく
れたようです。 
 ビーバースカウトたちはゲームのよ
うに競って、タバコの箱や吸殻、お菓
子の紙ペットボトルを収集。それに続
くカブはごみが少ないと嘆き？ながら
も結構ゲット、植え込みの奥にあるも
のを積極的に探し、お父さんやボーイ
のお兄さんにも助けてもらい収集。ベ
ンチャー隊は最後から、みんながはぐ
れないように監視、ごみはさすがにあ
まり取れなかったようです。 どうし
てこんな所に捨てるのかな？といった
スカウトたちの声が、ごみを捨ててい
る大人たちに伝わってほしいと感じま
した。 

気温も上昇し、水分補給をしながら
もほとんど休憩せずに、蛇崩れの遊歩
道を中目黒駅、中目黒公園と結構長い
距離を歩き、クリーンアップ完了です。 
中目黒公園でごみを分別、例年のよう
に青木区長さん達のお話を聞き、待ち
に待ったお昼となりました。 

いただいたおにぎりとお茶を芝生の
上でピクニックランチ。働いた後の食
事はおいしかったですね！！ 

 
 
ビーバー達はゴミを

挟むトングを使うた
め、ジャンケンで順番
を決めていました。今
年は、思いのほかゴミ
が少なく感じました。
小学校２年生の女の子
がお父様と一緒に体験
参加してくれました。 

 
 
この日は出席率が良

く、にぎやかな活動とな
りました。清掃活動もス
カウトがそれぞれ積極的
に行うことができ、ゴー
ルの中目黒公園に着いた
後は、お弁当を食べ、天
気も良かったこともあり
食後にはスカウト同士で
仲良く遊んでいました。 
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スカウト達が熱心にゴミ拾いを行い、ま

た自分がゴミを捨てない意識が広がったお
かげか、初めて参加した時に比べてゴミの
数が減っていて、後ろを歩くスカウト達が
ゴミを拾えないと嘆くほどでした。 
地道な活動が、実際に実を結んでいる様子
は、スカウト達にも成果を実感させられる
もので、地域の人々と協力することをスカ
ウト達が覚え、日々の生活に反映していっ
てくれると良いなと思います。 

 ５月 24 日、戸塚～鎌倉間でハイキングを行いました。参加者が２名
と少なかったのですが、柴田ベンチャースカウトが上級班長として同
行してくれて、参加スカウトが柴田君がボーイ隊の班長だった時の班
員であったので、久しぶりに会った先輩スカウトと親交を深めること
ができてよかったです。 

鎌倉は道の高低差が大きく、終りの頃にはスカウト達の顔にも疲労
が見えましたが、歴史ある町並みや寺社が道中にあり、それらを目に
しながらのハイキングは普段できない良い経験になったと思います。 
                        

６月３日（水）育成会主催、祐天寺後援でボー
イスカウトチャリティーゴルフ２０１５が千葉
県成田市のレイクウッド総成カントリー倶楽部
で開催されました。 

当日はゴルフ参加者は５０名となり盛会なう
ちに無事終了いたしました。残念だったのは こ
の日が梅雨入りとなり、前日まで晴れていたお天
気も激しい雨になってしまったことです。 

この会で得られた収益金は全て目黒１団の育
成会への寄付金となります。概算で３５万円ぐら
いの収益金となり、貴重な財源として子供達の活
動資金に使われます。目黒１団はこのような育成
会活動が実際には皆様の見えない場所でも活動
しており、とても恵まれた団です。 

団からは いつもながら杉本育成会長、田邉副
団委員長がプレイにも参加、裏方の奉仕に中村、
東谷両リーダーが世話役を務めてくれました。ま
た、プレイ後のパーティーには巌谷ご住職も駆け
つけてくれました 
                        


